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　牛久自然観察の森及び隣接する牛久市結束町の 「み

どりの保全区」 で行っている森林維持管理活動 「エコアッ

プ作戦」 では、 地域の皆さんの協力のもと、 下草刈りや

除間伐、 風倒木の処理等を行っています。

　５〜７月の活動は、 「結束町みどりの保全区」 の下草刈

りを中心に作業を進めています。 活動地では希少なムラ

サキニガナも見られ里山の豊かさを感じることができまし

た。

　１０〜１２月は右記の通り６回の実施を予定しております。

牛久自然観察の森・結束町みどりの保全区
「エコアップ」作戦参加者募集のお知らせ

茂った下草を刈り払う様子 道路沿いの法面の草を刈る様子 綿毛をつけるムラサキニガナ

事務局からのお知らせ

活 動 日 ： １０月８日 （木）、 ２２日 （木）、 １１月１２日 （木）、 ２６日 （木）

　　　　　　　  １２月１０日 （木）、 ２４日 （木）

時　　　間 ： ９時３０分〜１２時

集合場所 ： ネイチャーセンター 横の倉庫前

参加希望の方は ： 活動日の１週間前までに事務局までご連絡ください。
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ヘイケボタルの生態解説ガイド報告

山野の生きもの

出前講座プロジェクト

木谷 昌史

第 22回通常総会のご報告
令和８年５月２０日 （水）、 第２２回通常総会を牛久自然観察の森ネイチャーセンターで開催いたしま

した。 議案書に記載したすべての審議事項について、 審議の結果、 すべて承認されましたので、

ご報告いたします。

　今年も向台自治会子育てサロンからのご依頼を受

け、 根古谷川緑地でヘイケボタルの観察ガイドを実

施しました。

　観察会に先立ち、 出前講座のメンバーで観察路の

下草刈りや落ち枝の除去などを行いました。 1 回目に

予定していた日は霧雨、 2 回目は猛暑となり、 汗を

かきながらの作業となりましたが、 参加者が安全に観

察できるよう、 環境整備を進めることができました。

　当日は天候にも恵まれ、 集合時間が近づくと、 谷

津田へ向かう道には懐中電灯の明かりが連なり、 参

加者の期待の高さが感じられました。 幼児から大人ま

で 2７名が参加し、 ホタルが光り始めるまでの時間に、

ヘイケボタルとゲンジボタルの大きさの違いや、 光る

間隔の違いなど、 ホタルの生態についてクイズを交え

ながら楽しく解説しました。

　その後、 参加者を 2 班に分け、 生息地へご案内し

ました。 今年は気温が低く、 確認できた数は少なかっ

たものの、 4 匹ほどのヘイケボタルが幻想的な光を放

ちながら飛び交う姿を見ることができました。 生態クイズを行う様子

　観察会の最後には、 谷津田に降った雨が地下へし

み込み、 湿地を潤すことで、 ホタルが生息できる環

境が守られていることをお話ししました。 そして、 この

貴重な自然を次の世代へ引き継いでいくことの大切さ

を、 参加者の皆さんと共有しました。

　今年も締めくくりには、 これからも牛久でホタルが舞

う風景が見られることを願い、 全員で 「ホタル来い」

の歌を歌いました。 和やかな雰囲気の中、 今年の観

察会を終えることができました。

カリガネソウ

ヒメコガネツノトンボ（卵）セスジツユムシ

ヌマガエルマメコガネ

雑木林、 杉林の景観維持へのご協力を引き続き宜しくお

願いいたします。
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団体利用報告
牛久自然観察の森指定管理者

　東京都港区の幼児団体 「CLAP Family Club」

さんは、 東京ではなかなか体験できない森の香

りや、 広々としたバッタの原で生きものとの触れ

合いを子どもたちに体験させたいとの思いから、

春と秋の年 2 回、 自然観察体験のためにご来

園くださっています。 今年で継続利用 7 年目に

なりました。

　昨年は、 「森での体験を子どもたちの記憶に

残 し た い」 と の ご 相 談 を 受 け、 CLAP Family 

Club さんが制作する 「たんけんノート」 の作成

に春と秋に見られる植物や生きもの、 森の園路

地図などの情報提供を行いました。 絵画教室の

先生が手掛けた素敵な表紙とともに、 「牛久自

然観察の森 ×CLAP Family Club たんけんノー

ト」 が完成しました。

　ノートには、 春の自然を探すビンゴやクヌギの

木をみんなで描くスケッチタイムのほか、 子ども

たちの言葉や表情を保護者が記録できる 「パパ・

ママ memo」 も設けられています。

　森の中では、 「この葉っぱ、 いいにおいがす

る！」 と目を輝かせながら自然との出会いを楽し

む子どもたちの姿が見られました。 クヌギの木の

スケッチでは、 小さな年少さんも一生懸命に木

を見上げて線を描き、 保護者の皆さんも子ども

たちと一緒に足を止め、 発見や気づきをノートに

書き留めながら、 親子で森の時間を楽しんでい

ました。 そして今年はさらに発展し、 春と秋の両

方に参加する親子を対象として、 二つの季節の

違いを比べながら観察できるよう内容を見直し、

春と秋の自然体験を一冊にまとめた新しい 「た

んけんノート」 が完成しました。 親子で重ねる森

金久 由美

での体験が、 かけがえのない思い出となりますよ

う精進して

　季節ごとの自然の変化を見つけ、 記録し、 振

り返ることができるこの取り組みは、 子どもたちの

豊かな感性や観察力を育む貴重な学びの機会と

なっています。 今後も、 自然との出会いや発見

を大切にしながら、 親子で楽しめる活動を支援し

ていきたいと考えています。

　春の新緑、 秋の色づく木々、 虫たちの声や森

の香り。 子どもたちは五感を使って自然を感じな

がら、 一つひとつの発見を 「たんけんノート」 に

残していきました。 親子で重ねる森の体験が、

かけがえのない思い出となっています。

野原でバッタの解説を行う様子



ケノコ、 野菜汁を頂きながらの休憩後、 タケノコを分け

て解散した。

◇５月３日　

　ゴールデンウイーク、

小野川沿いの田んぼで

は早朝から田植えが始

まっている。

本日は前回に続きムジ

ナの里に移動し、 今年

度３回目の竹林整備を

実施した。

　今年出たタケノコも３～４ｍまで伸びており、 タケノコ掘

りの季節も終盤である。 自走式草刈り機 （ハンマーナイ

フ） による周辺の草刈りや、 残置されている竹の端材

を竹炭焼き用に炭焼き小屋へと搬送した。 わずかでは

あるがタケノコ掘りも実施した。

◇５月１７日　

　梅林への来園者が安心して散策を楽しめるよう、 下草

刈りを実施した。 園路及び梅の木々の間を自走式草刈

り機 （ハンマーナイフ） ３台と草刈り機３台を使用し、

生い茂った下草を刈り払うと散策路が見違えるように出

来上がった。 昨年、 梅の実は豊作だったが、 今年は

少なく、 多くの実が落ちてしまっていた。

◇６月７日　

　ムジナの里に移動し、 自走式草刈り機 （ハンマーナ

イフ） ２台と草刈り機４台を使用し、 生い茂った下草刈

りを実施した。 草刈り終了間際に一台のハンマーナイフ

の右側のゴムクローラーが外れてしまい、 修復しようと

試みたが部品の欠損等が発生しており撤収できず、 修

理は後日実施することとなり残置となってしまった。

◇６月２１日　

　前夜からの雨により、 活動を中止した。

雑木林応援隊
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◇４月５日　

　令和８年度第１回活動日。 ムジナの里に移動し、 竹林の整

備活動を実施した。 それぞれスコップを持ちタケノコを探す。

昨年は顔を出すのが遅かったが、 今年はだいぶ顔を出して

おり僅かな突起を見つけて掘り出す。 １時間程で２０～３０本

程度収穫しただろうか。 炭焼き小屋前に戻り、 早速、 数本

の皮を剥き茹でる。 蕗みそを作り茹でたてのタケノコにつけて

食す。 美味。 タケノコ、 茹でタケノコをお土産に解散した。

三浦 光一

雑木林応援隊４月から６月の活動報告　

◇４月１９日　

　桜の花も終わり、 新緑の季節となった。 小野川沿いの田

んぼでは田植えの準備が始まり、 水張りが行われている。

満々と水位の増えた小野川の右岸畦道を通り牛久観察の森

に向かう。

　本日の活動は第２回竹林整備 （タケノコ掘り） と久しぶりの

開催となる薬草研究会である。 ムジナの里と炭焼小屋周辺と

に分かれて作業を開始した。 ムジナの里のタケノコは大人の

背丈ほどまで伸びたものも多く、 密林とならないよう間引いて

いく。 食べ頃のタケノコも掘り出す。

　薬草研究会は炭焼小屋周辺で野草摘みと山菜取りを行い、

畑隊の畑からの収穫を行い、 持参した食材も加えて天ぷら、

炒め物、煮物等に調理した。 ウド （葉、茎）、サルトリイバラ、

タンポポ、 ドクダミ、 ユキノシタ、 ツリガネニンジン、 アケビ、

ノビル、 キヌサヤ、 スナックエンドウ、 タラの芽、 キクイモ、

カボチャ、 タケノコ等々。 普段食べない野草をいろいろと試

し、 野趣あふれる香りを楽しんだ。 ドクダミ、 タンポポなどは

意外と美味である。 天ぷらに加えて、 フキの甘辛煮、 焼タ

プロジェクトからの報告

タケノコ掘りの様子

野草研究会の様子


